
東京電力ホールディングス（株）　福島第二原子力発電所

２０２６年１０月　７日にパフォーマンス向上会議で審議された不適合は、下記のとおりです。
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該当なし
 

該当なし
 

5   件

NO. 号機等 不適合内容 CAQ影響度 発見日

1 1号機
タービン建屋地下１階西側通路において、避難誘導灯（ＴＯ－２６）の消灯を確認したため、当該
誘導灯の取替を行う。
なお、取替完了までの間は、誘導標識を設置することから、避難誘導に影響はない。

Ｎｏｎ-ＣＡＱ 9月24日

2 1号機
タービン補機冷却系熱交換器注入水量計前弁の全閉操作中、弁ハンドルの空回りを確認したた
め、点検・修理する。
現在本系統は停止中のため、弁ハンドル部不良による影響はない。

Ｎｏｎ-ＣＡＱ 10月2日

3 1号機

換気空調系コントロール建屋中央制御室冷凍機（Ｂ）運転中において、「ＭＣＲ（Ｂ）潤滑油温度
高」警報が発生し、自動停止した。現場を確認したところ冷媒（フロン）の漏えいを確認したため、
当該冷凍機（Ｂ）の隔離および漏えい箇所をテープにより補修を行い、漏えいは停止。今後、漏え
い箇所を特定し点検・修理を行う。

Ｎｏｎ-ＣＡＱ 10月5日

4 その他

固体廃棄物貯蔵庫屋外北側管理区域境界に設置している集積線量計１台において、エラー表示
「計数低」を確認したため、当該集積線量計を交換した。
なお、手動測定により当該エリアの線量上昇がないこと及び当該集積線量計の測定期間におい
て線量の上昇を伴う作業がないことを確認した。

Ｎｏｎ-ＣＡＱ 9月29日

5
3･4号廃棄物

処理設備

廃棄物処理建屋地下２階南東連絡通路（管理区域）に設置している集積線量計１台において、エ
ラー表示「計数低」を確認したため、当該集積線量計を交換した。
なお、手動測定により当該エリアの線量上昇がないこと及び当該集積線量計の測定期間におい
て線量の上昇を伴う作業がないことを確認した。

Ｎｏｎ-ＣＡＱ 9月29日

２０２６年度　パフォーマンス向上会議不適合報告情報（２０２６年１０月　７日（水）分）

◆ 不適合とは、法律等で報告が義務づけられているトラブルや、設備の点検で見つかる機器の故障など、発電所の設備や業務の安全性及び信頼性の確保に必要な
要求事項を満たしていない状態をいいます。
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